
「目的」 

生活習慣病、心臓病と左房容積係数(ml/m2)の関連性につ

いて検討する。 

｢対象と方法｣ 

当院の外来入院患者成人男性 196 例女性 88 例合計 284

例、平均年齢 68.7 歳を対象に経胸壁心エコー法にて心尖部

二腔断面像及び四腔断面像から左房容積を算出し体表面積

(BSA)で除した値から左房容積係数(biplane Modified simpson

法)を求めて、生活習慣病(高血圧症、高脂血症、糖尿病、肥

満、高尿酸血症)と心臓病(虚血性疾患、心不全)それぞれに

ついて関連性を検討した。(心房細動、肥大型心筋症、中等度

以上僧帽弁閉鎖不全症患者は対象から除外) 

｢結果｣ 

5 つの生活習慣病と虚血性心疾患については特に左房容

積係数との関連は認めなかったが、心不全のみ有意差を認

めた (p＝ 0.01、心不全有り 33.86ml/m2 心不全無し

29.40ml/m2)。また、高血圧症及び糖尿病を持つ患者は両方

無い患者と比較して、左房容積係数が大きい傾向であった。

(p＝0.07、高血圧症及び糖尿病有り 31.53ml/m2 n＝83 高血

圧症及び糖尿病無し 28.35ml/m2 n＝77) 

｢まとめ｣ 

心不全の患者、高血圧症と糖尿病の両方に罹患した患者

は比較的左房容積が大きい傾向にあり関連性が推測される。 
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